
ソフトウェア ( 後半 : 合成条件の詳細パラメータ入力 )

バッチ合成の合成条件を参考に、試薬濃度、量、反応時間等の反応条件を入力

リアクタ容量、Loop容量、配管長を入力します。

5. Componential parameter

少量多検体・ハイスループット
医薬品のシード探索に最適

詳細な実験値を入力します。
6. Experimental parameter

ターゲット生成物が合成完了。
少量多検体な合成に最適です。

コレクションは、
Easy/Advanced modeから選択
可能。
創薬研究～プロセス検討まで
幅広いニーズに対応。

構成例 /販売価格・スペック

OptimFlow
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ドラフト内に設置可能な
コンパクトサイズ。

株式会社 DFC ／ Device for FlowChemistry 理化学機器の製品開発と販売
〒611-0033
京都府宇治市大久保町西ノ端 1-25　
宇治ベンチャー企業育成工場２号棟
MAIL   info@dfc-kyoto.co.jp     URL   https://dfc-kyoto.co.jp/

フローケミストリー
HPLC（液体クロマトグラフィー）
その他（理化学機器）

分野

2Line Sys B / SysB
プランジャーポンプ（PP）
インジェクションバルブ（IV）
自動背圧弁（ABPR）
フラクションコレクタ（FC）
シリンジポンプ（SP）
1-4 方バルブ-シリンジポンプ側（4VS）
1-4 方バルブ-サンプル側（4VL）
リキッドハンドラ（LH)
制御 BOX
自動合成ソフト
装置サイズ
価格

2
2
1
1
1
2
2
-
1
1

W650×D600×H680mm
902 万円～

3Line Sys C / Sys B / Sys B
3
3
1
1
2
3
3
1
2
1

W1300×D600×H680mm
1261 万円～

2
2
1
1
-
-
-
-
1
1

W650×D600×H340mm
621 万円～

2Line Sys A / SysA

反応時間
試薬1使用量[μL]

試薬濃度[M]

検体選択
基準リアクタの選択

反応比

背圧[MPa]
フラクションコレクタ分画容量[μL]

メインコレクト量に対して、
Pre/Postコレクト量を指定
（Easy mode）

PP 流速設定範囲
試薬最小使用量
シリンジ - Loop 容量
ABPR 設定範囲
LH
FC

0.01 ～ 9.999ml/min
200μL ～

2.5ml-1ml、12.5ml-5ml
0.1 ～ 1.5MPa
24well（標準）

試験管 72 本（標準）

反応時間から算出

特注ラック対応可
特注ラック対応可

仕様 備考
リアクタは別売り。
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